「京大植物園８０周年記念シンポジウムの記録」出版にあたって

　京大植物園を考える会は、２００３年４月に発足し、月１回、京大理学研究科附属植物園での観察会を開いてきました。きっかけは２００２年１１月に、園内の管理の一貫として行われた樹木伐採でした。しかし単に伐採を問題視することが目的ではありません。背景には生物学の潮流の変化や、国立大学法人化など、その８０年以上の歴史の中でも最大級の転換期にあるといえます。一方で、植物園に対しては様々な立場の人々が、様々な意見をもっていることが明らかになりました。

　そこで当会は、植物園の存在をひろく人々に知らせ、その存在価値について問いかけ、さらにはそれぞれの立場を越えてともに植物園の将来像を考えていくことを活動の目標としてきました。この冊子は考える会の活動の大きな節目として２００３年１１月１６日に主催した、「京大植物園８０周年記念シンポジウム—温故知新—」の記録です。

　京大植物園は、「単に珍しい植物を集めた栽培園ではなく」生態植物園として設立され、その理念に基づいて維持管理されることにより、幅広い分野の研究、教育に貢献してきました。植物園がこれまで経てきた80年を、次なる80年へ受け継いでいくため、今後も当会は情報や意見を整理・集約・発信していきます。また、植物園観察会も継続していきます。

　この記録から京大植物園のこれからのあり方が少しでも見えてくればと思います。ご一読いただき、ご意見やご感想をいただければ幸甚に存じます。
2005年５月２７日

京大植物園を考える会 

